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平成２３年１２月２４日に、当社豊田ＰＣＢ廃棄物処理施設の撹拌洗浄エリアで発生しまし

た事故（撹拌洗浄槽から洗浄液が、作業環境ＰＣＢ濃度の高いエリアを区画し、外部から隔離・

負圧管理を行っている遮蔽フード内に約２６０リットル（ＰＣＢ濃度 ３８．２mg/kg）漏洩し

た事故）に関しまして、原因を調査し、再発防止対策を実施しました。なお、漏洩は遮蔽フー

ド内のみで、当該洗浄槽の設置エリアから外部には出ていないことを確認しています。 

 

１．原因 

通常、撹拌洗浄槽は、①給液工程、②洗浄工程、③排液工程、④脱液工程の順（家庭用自動

洗濯機の①給水、②すすぎ、③排水、④脱水に相当）に、複数回繰り返してＰＣＢ含浸物の洗

浄を行います。 

撹拌洗浄槽には洗浄液の量（洗浄液の液位）を把握するためにセンサーが設けられておりま

す。 

センサーは、上から順に、洗浄液が洗浄槽からあふれるのを防止するためのＨＨ（高高）レ

ベルセンサー（給液工程時のみ機能し、設備を停止させる。）、洗浄液の給液の上限を規定する

Ｈ（高）レベルセンサー、そして洗浄液が排液されたことを把握するためのＬ（低）レベルセ

ンサーの３つが設置されております。 

この度の事故は、Ｌレベルセンサーからの信号を受けＬレベルの信号を発報する機器（警報

設定器）が動作不良を起こし、③排液工程が終了していないにもかかわらずＬレベル信号を発

報したため、洗浄液が入ったままの状態で④脱液工程に移行してしまったのが原因でした。 

脱液工程では、洗浄槽内の洗浄カゴが高速（４５０ｒｐｍ）で回転しますので、遠心力によ

り液面上昇が発生し、洗浄槽とその蓋との間に僅かに生じた隙間から洗浄液が漏れてしまった

ものです。 

 

２．再発防止対策 

・ 動作不良を起こした警報設定器は新品と交換しました。 

・ 洗浄工程から脱液工程へ進む際の判断条件として、排液工程を一定時間保持することによ

り確実に排液が行われるよう、設備の運転プログラムを変更しました。 

・ 万一、同様の事態が発生しても漏洩を防止できるよう、脱液工程において遠心力により液

面が上昇し、ＨＨレベルセンサーが感知した場合には、自動的に撹拌洗浄槽が停止するよう

にしました。 


